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(2) 

10 2 ≦≦ zytxt  より )(1)( tfztf  ≦≦  ──① 

10 ≦≦t の範囲のすべての実数 t について、①を満たすような実数 z が存在するとき、そのような z の範囲は 

)()( tfztf MAXMIN  １≦≦ である。すなわち、 )(1)( tftf MAXMIN  ≦ でなければならない。 
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また、 1)1(,0)1(  gg より、 xxy 22  は、点 )0,1( において 1 xy に接する。 
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xy 2≦ のとき 1≦yx   xyx 21  ≦≦  ──⑤ 
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xy 2 は、点 )2,1(  において 1 xy に接する。 

 

以上②～⑤より、 S を図示すると右図の通り。 

xxy 22  、 xy 2 、 xy  は、 

)4,4(  において交点を持つ。 

境界線は、 y 軸上以外を含む。 
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題意の立体の、 )10( ≦≦kkx  による断面を考える。 
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10 ky≦≦ のとき yktfMAX )(  0)( tfMIN  １≦≦  kyz0  

 

これらを yz平面に図示すると、右図の通り。 

kx  における断面積は 
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求める体積は 
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